
『たっち』は、みんなの心や輝きへの「タッチ」を通して、「たちかわ」の地域・家庭・学校が手をつないで、生涯を通じた学びを推進したいという思いを込めて付けた名前です。
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●今号の主な内容
2面	� 個別計画を策定／かわせみカフェ
3面	� 令和３年度以降に市立中学校で

使用する教科書の採択／第二小
学校にさくら学級を開設／第七小
学校大規模改修

4面	� 新学校給食共同調理場の整備／
立川市の歴史と文化財

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図るため、令和２年２月の国からの要請に伴い、３月から市立

小・中学校は臨時休業措置を取りました。その後、６月からの分散登校を経て順次学校生活を再開してき

ました。いまだに新型コロナウイルス感染症の終息は見通せませんが、市立小・中学校では、新たな生活

様式を踏まえた、より安全な学校生活づくりに取り組んでおり、その一例をご紹介します。保護者、地域

の皆さまにおかれましては、がんばっている児童・生徒、学校への応援をよろしくお願いします。
問指導課・内線2134

市立小・中学校のさまざまな
感染症対策をご紹介します

力をあわせ子どもたちの未来を守ろう！

子どもたちが下校した後は、
教職員が校舎内の消毒をしています。

部活動でも、お互いの距離を保って
ミーティングを行うなど、活動の方法を

工夫しています。

体育の授業も
ソーシャル・ディスタンスを

保ちながら元気よく行っています。

飛沫防止のため、
机等にアクリル板を
設置しています。

保健室をカーテンで仕切り、
発熱した子ども専用の

スペースを用意しています。

学校用務職員が作った
足踏み式ポンプを使って

子どもたちは
手指の消毒をしています。
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